
２．津波について 

Ｑ．子どもの頃、津波は海底が陥没しておこると聞いたが、そうではないのか？ 

Ａ．陥没というよりもプレートのずれによって起こる。 

 

Ｑ．南海地震が起こると津波は何波あるか？ 

Ａ．１０～１１波あるといわれている。（紀伊半島と四国を波が行ったり来たりするた

め） 

 

Ｑ．昭和南海地震が起こったときの御坊の津波の高さは? 

Ａ．記録では、約２．８ｍと残っている。（場所により高さに違いはある） 

 

Ｑ．次の南海地震は、前回の南海地震より規模が大きいとの話であるが、防波堤等の整

備が進んでおり、被害はそう大きくならないのではないか? 

Ａ．残念ながら、現在の防波堤等は台風対策を念頭に置いたもので、地震・津波対策は

これから。被害について楽観しないでほしい。 

 

Ｑ．津波はだんだん弱くなるのか? 

Ａ．そうではない、第２波、第３波のほうが高い場合もある。第１波の後、大切なもの

を取りに帰り、第２波でやられるということもある。最低６時間～１０時間ぐらいは

避難スペースにいなければならない。 

 

Ｑ．津波のハード対策にもっと力を入れるべきではないか？ 

Ａ．南海地震のような巨大災害に対してハード対策では財政的、時間的に限界がある。 

 まず、自主防災や避難対策等のソフト対策を充実させているところ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


